
①：お伽草子の広まった室町時代ごろに現代の鬼の姿が確立したのではないか。
②：時代とともに鬼の役割は変わってきたのではないか。

鬼の姿はどのように変わっていったのか？ 12班　　北村　西川　吉信

仮説

検証方法

検証 1 現代の鬼の色のイメージ

1:奈良高校の生徒20名と教員25名に鬼のイメージに関する
アンケートを行った

※ 複数回答可　 ※ 総回答数に対する割合

アンケート結果からわかったこと

○全世代共通の
一般的な鬼のイメージ

○鬼は目に見えないと
　思っているのは
　50代以上の人に限られる

○鬼の姿は主に3つに分類できる

Ａ:上記のような鬼

Ｂ:妖怪に近い鬼
Ｃ:目に見えない鬼

現代の鬼の印象

鬼の姿は時代とともに変化しているのでは？
姿の違いは成り立ちの違いによるものでは？⇒

2:鬼の出てくる文献を集め、特徴をまとめた



検証 2 

考察

参考文献・HP

伊勢物語 地獄草子 北野天満宮縁起絵巻 春日権現絵巻 土蜘蛛草子 百鬼夜行絵巻 雪山童子図 月光随筆桃太郎

平安時代

大江山酒呑退治

鎌倉時代 室町時代 江戸時代 明治時代

一寸法師

三つ目など個性的 長い艶やかな髪 妖怪を襲う 今っぽい

　　

角なし

角あり

天パ

筋肉

『続日本絵巻大成 19 土蜘蛛草紙　天狗絵詞　大江山絵詞』 (中央公論社　昭和 59年)　『国宝　六道絵』 (中央公論美術出版　平成 19年)　『日本絵巻大成 7 餓鬼草紙　地獄草紙　病草紙　九相詩絵巻』 (中央公論社　昭
和63年)　『日本絵巻大成 25 能恵法師絵巻　福富草紙　百鬼夜行絵巻』 (中央公論社　昭和 54年)　『日本絵巻大成 21 北野天神絵巻』 (中央公論社　昭和 53年)　『今昔物語集三』 (岩波書店　 1993年)　『怖い浮世絵』
(青幻舎　日野原健司・渡邉晃　著　 2016年)　『続日本絵巻大成 14 春日権現記絵　上』  (中央公論社　昭和 57年) 　『宇治拾遺物語　古本説話集』 (岩波書店　 1990年)　『怪異の民俗学④  鬼』(河出書房新社　 2000年　
小松和彦　編   )　ARC古典籍ポータルデータベース　dh-jac.net 東京国立博物館研究情報アーカイブズ   wearchives.tnm.jp 国立国会図書館デジタルコレクション　 dl.ndl.go.jp 国際日本文化研究センター　   怪異・妖怪画像デー タ
ベース　 nichibun.ac.jp This is media  thisisgallery.com

webarchives.tnm.jp

アンケートにご協力いただきあり
がとうございました ！ 

① 平安時代ごろから現在に近い姿の鬼もいたが、時代が進むにつれて画一化されていった

②見えない鬼 (元:怨念・負の感情 )→見える鬼(元:人間・妖怪)


